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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地図情報を記憶する情報記憶手段と、前記地図情報に基づいて、自車位置から設定され
た目的地までの誘導経路を探索する経路探索手段と、前記地図情報に基づいて、前記探索
された誘導経路を地図画像とともに表示部に表示して経路案内を行う経路案内手段と、を
備えたナビゲーション装置において、
　前記表示部に表示された地図画像をスクロールする際のスクロールモードの切り換え信
号をワンタッチ操作に応じて出力するスクロールモード切り換え手段と、
　前記地図画像のスクロール方向を指定するスクロール方向指定手段と、
　前記スクロール方向指定手段によりスクロール方向が指定されると、前記表示部に表示
された地図画像を指定された方向にスクロールさせる第１のスクロールモードと、経路案
内中に、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上に表示された誘導経路におけ
る自車の進行方向又は後退方向がスクロール方向として指定されると、前記表示部に表示
された地図画像を前記表示された誘導経路における自車の進行方向又は後退方向に沿って
スクロールさせ、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上に表示された誘導経
路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向がスクロール方向として指定され
ると、前記指定された他の方向に前記誘導経路が存在するか否かを検索し、検索の結果、
当該他の方向に誘導経路が存在した場合に、前記検索された誘導経路を表示する地図画像
にジャンプする第２のスクロールモードとを有し、前記スクロールモード切り換え手段か
ら出力される切り換え信号に応じて前記第１のスクロールモード又は前記第２のスクロー
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ルモードで前記地図画像のスクロール制御を行う制御手段と、
　を備えたことを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　地図情報を記憶する情報記憶手段と、前記地図情報に基づいて、自車位置から設定され
た目的地までの誘導経路を探索する経路探索手段と、前記地図情報に基づいて、前記探索
された誘導経路を地図画像とともに表示部に表示して経路案内を行う経路案内手段と、を
備えたナビゲーション装置において、
　前記表示部に表示された地図画像をスクロールする際のスクロールモードの切り換え信
号をワンタッチ操作に応じて出力するスクロールモード切り換え手段と、
　前記地図画像のスクロール方向を指定するスクロール方向指定手段と、
　前記スクロール方向指定手段によりスクロール方向が指定されると、前記表示部に表示
される地図画像を指定された方向にスクロールさせる第１のスクロールモードと、前記経
路案内が行われていないときに、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上の自
車位置が存在する道路における自車の進行方向又は後退方向がスクロール方向として指定
されると、前記表示部に表示される地図画像を前記自車位置が存在する道路における自車
の進行方向又は後退方向に沿ってスクロールさせ、前記スクロール方向指定手段により前
記自車位置が存在する道路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向がスクロ
ール方向として指定されると、前記指定された他の方向に向かう道路に分岐可能な交差点
が存在するか否かを検索し、検索の結果、該当する交差点が存在した場合に、前記検索さ
れた交差点を表示する地図画像にジャンプする第２のスクロールモードとを有し、前記ス
クロールモード切り換え手段から出力される切り換え信号に応じて、前記第１のスクロー
ルモード又は前記第２のスクロールモードで前記地図画像のスクロール制御を行う制御手
段と、
　を備えたことを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項３】
　地図情報を記憶する情報記憶手段と、前記地図情報に基づいて、自車位置から設定され
た目的地までの誘導経路を探索する経路探索手段と、前記地図情報に基づいて、前記探索
された誘導経路を地図画像とともに表示部に表示して経路案内を行う経路案内手段と、を
備えたナビゲーション装置において、
　前記地図画像のスクロール方向を指定するスクロール方向指定手段と、
　経路案内中に、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上に表示された誘導経
路における自車の進行方向又は後退方向がスクロール方向として指定されると、前記表示
部に表示された地図画像を前記表示された誘導経路における自車の進行方向又は後退方向
に沿ってスクロールさせ、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上に表示され
た誘導経路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向がスクロール方向として
指定されると、前記指定された他の方向に前記誘導経路が存在するか否かを検索し、検索
の結果、当該他の方向に誘導経路が存在した場合に、前記検索された誘導経路を表示する
地図画像にジャンプするよう制御する制御手段と、
　を備えたことを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項４】
　地図情報を記憶する情報記憶手段と、前記地図情報に基づいて、自車位置から設定され
た目的地までの誘導経路を探索する経路探索手段と、前記地図情報に基づいて、前記探索
された誘導経路を地図画像とともに表示部に表示して経路案内を行う経路案内手段と、を
備えたナビゲーション装置において、
　前記地図画像のスクロール方向を指定するスクロール方向指定手段と、
　経路案内が行われていないときに、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上
の自車位置が存在する道路における自車の進行方向又は後退方向がスクロール方向として
指定されると、前記表示部に表示される地図画像を前記自車位置が存在する道路における
自車の進行方向又は後退方向に沿ってスクロールさせ、前記スクロール方向指定手段によ
り前記自車位置が存在する道路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向がス
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クロール方向として指定されると、前記指定された他の方向に向かう道路に分岐可能な交
差点が存在するか否かを検索し、検索の結果、該当する交差点が存在した場合に、前記検
索された交差点を表示する地図画像にジャンプするよう制御する制御手段と、
　を備えたことを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記第２のスクロールモードにおいて、前記スクロールされた経路の
情報を記憶手段に記憶し、
　前記経路探索手段は、経路探索の際に前記記憶手段に記憶された経路を含む誘導経路を
探索することを特徴とする請求項２に記載のナビゲーション装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、現在のスクロールモードが前記第１のスクロールモードであるか又は
前記第２のスクロールモードであるかを識別表示することを特徴とする請求項１又は２に
記載のナビゲーション装置。
【請求項７】
　前記表示部の地図画像上に表示された一地点を前記経路探索手段による経路探索の目的
地又は寄り道地点として設定する設定手段を備え、
　前記経路探索手段は、前記設定された目的地又は寄り道地点に基づいて経路探索を行う
ことを特徴とする請求項１～６の何れか一項に記載のナビゲーション装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記第２のスクロールモードにおいて、スクロールの基準となる道路
の種別、道幅、又は表示されている地点が交差点付近であるか否か、の少なくとも一つの
情報に基づいて、スクロールの速度を制御することを特徴とする請求項１又は２に記載の
ナビゲーション装置。
【請求項９】
　スクロール中に前記地図画像上に表示する情報を設定するための表示情報設定手段を備
え、
　前記制御手段は、スクロール中に、前記表示情報設定手段により設定された情報を前記
地図画像上に表示させることを特徴とする請求項１～８の何れか一項に記載のナビゲーシ
ョン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナビゲーション装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、出発地から目的地までの経路を探索し、地図上に経路を表示して案内を行うナビ
ゲーション装置が実用化されている。従来、このナビゲーション装置においては、画面上
に表示されている地図画像をユーザにより指定された方向に移動させる、所謂スクロール
を行うことが可能であり、ユーザは地図画像のスクロール方向を画面上やリモコン等で指
定することにより所望の地点を画面上に表示させて目的地や寄り道地点に設定することが
可能となっている。
【０００３】
　また、特許文献１には、実走行前に、探索された経路に沿って画面を自動的にスクロー
ルさせ、経路案内デモンストレーションを行う技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００１－２１３７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来、手動のスクロール操作によりユーザが目的地や寄り道地点として設定
したい目標地点等を表示させる場合、操作が煩雑で手間がかかるという問題があった。ま
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た、その目的となる地点が或る道路沿いや河川沿い、鉄道線路沿いにあることが分かって
いても、ユーザが現在地と目的地の地理的な位置関係を知らなければ効率良く目的地を探
すことができないという問題があった。また、スクロール操作によって経路探索のパラメ
ータとなる情報を得ていながら経路探索結果に反映させることができず、ユーザにとって
経路探索が不満足な結果となる場合があった。
【０００５】
　本発明の課題は、ナビゲーション装置において、簡単な操作で効率良く地図上の目標と
なる地点を表示させ、ナビゲーション装置における操作性を向上させることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　地図情報を記憶する情報記憶手段と、前記地図情報に基づいて、自車位置から設定され
た目的地までの誘導経路を探索する経路探索手段と、前記地図情報に基づいて、前記探索
された誘導経路を地図画像とともに表示部に表示して経路案内を行う経路案内手段と、を
備えたナビゲーション装置において、
　前記表示部に表示された地図画像をスクロールする際のスクロールモードの切り換え信
号をワンタッチ操作に応じて出力するスクロールモード切り換え手段と、
　前記地図画像のスクロール方向を指定するスクロール方向指定手段と、
　前記スクロール方向指定手段によりスクロール方向が指定されると、前記表示部に表示
された地図画像を指定された方向にスクロールさせる第１のスクロールモードと、経路案
内中に、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上に表示された誘導経路におけ
る自車の進行方向又は後退方向がスクロール方向として指定されると、前記表示部に表示
された地図画像を前記表示された誘導経路における自車の進行方向又は後退方向に沿って
スクロールさせ、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上に表示された誘導経
路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向がスクロール方向として指定され
ると、前記指定された他の方向に前記誘導経路が存在するか否かを検索し、検索の結果、
当該他の方向に誘導経路が存在した場合に、前記検索された誘導経路を表示する地図画像
にジャンプする第２のスクロールモードとを有し、前記スクロールモード切り換え手段か
ら出力される切り換え信号に応じて、前記第１のスクロールモード又は前記第２のスクロ
ールモードで前記地図画像のスクロール制御を行う制御手段と、
　を備えたことを特徴としている。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、
　地図情報を記憶する情報記憶手段と、前記地図情報に基づいて、自車位置から設定され
た目的地までの誘導経路を探索する経路探索手段と、前記地図情報に基づいて、前記探索
された誘導経路を地図画像とともに表示部に表示して経路案内を行う経路案内手段と、を
備えたナビゲーション装置において、
　前記表示部に表示された地図画像をスクロールする際のスクロールモードの切り換え信
号をワンタッチ操作に応じて出力するスクロールモード切り換え手段と、
　前記地図画像のスクロール方向を指定するスクロール方向指定手段と、
　前記スクロール方向指定手段によりスクロール方向が指定されると、前記表示部に表示
される地図画像を指定された方向にスクロールさせる第１のスクロールモードと、前記経
路案内が行われていないときに、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上の自
車位置が存在する道路における自車の進行方向又は後退方向がスクロール方向として指定
されると、前記表示部に表示される地図画像を前記自車位置が存在する道路における自車
の進行方向又は後退方向に沿ってスクロールさせ、前記スクロール方向指定手段により前
記自車位置が存在する道路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向がスクロ
ール方向として指定されると、前記指定された他の方向に向かう道路に分岐可能な交差点
が存在するか否かを検索し、検索の結果、該当する交差点が存在した場合に、前記検索さ
れた交差点を表示する地図画像にジャンプする第２のスクロールモードとを有し、前記ス
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クロールモード切り換え手段から出力される切り換え信号に応じて、前記第１のスクロー
ルモード又は前記第２のスクロールモードで前記地図画像のスクロール制御を行う制御手
段と、
　を備えたことを特徴としている。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、
　地図情報を記憶する情報記憶手段と、前記地図情報に基づいて、自車位置から設定され
た目的地までの誘導経路を探索する経路探索手段と、前記地図情報に基づいて、前記探索
された誘導経路を地図画像とともに表示部に表示して経路案内を行う経路案内手段と、を
備えたナビゲーション装置において、
　前記地図画像のスクロール方向を指定するスクロール方向指定手段と、
　経路案内中に、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上に表示された誘導経
路における自車の進行方向又は後退方向がスクロール方向として指定されると、前記表示
部に表示された地図画像を前記表示された誘導経路における自車の進行方向又は後退方向
に沿ってスクロールさせ、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上に表示され
た誘導経路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向がスクロール方向として
指定されると、前記指定された他の方向に前記誘導経路が存在するか否かを検索し、検索
の結果、当該他の方向に誘導経路が存在した場合に、前記検索された誘導経路を表示する
地図画像にジャンプするよう制御する制御手段と、
　を備えたことを特徴としている。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、
　地図情報を記憶する情報記憶手段と、前記地図情報に基づいて、自車位置から設定され
た目的地までの誘導経路を探索する経路探索手段と、前記地図情報に基づいて、前記探索
された誘導経路を地図画像とともに表示部に表示して経路案内を行う経路案内手段と、を
備えたナビゲーション装置において、
前記地図画像のスクロール方向を指定するスクロール方向指定手段と、
　経路案内が行われていないときに、前記スクロール方向指定手段により前記地図画像上
の自車位置が存在する道路における自車の進行方向又は後退方向がスクロール方向として
指定されると、前記表示部に表示される地図画像を前記自車位置が存在する道路における
自車の進行方向又は後退方向に沿ってスクロールさせ、前記スクロール方向指定手段によ
り前記自車位置が存在する道路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向がス
クロール方向として指定されると、前記指定された他の方向に向かう道路に分岐可能な交
差点が存在するか否かを検索し、検索の結果、該当する交差点が存在した場合に、前記検
索された交差点を表示する地図画像にジャンプするよう制御する制御手段と、
を備えたことを特徴としている。
【００１１】
　請求項５に記載の発明は、請求項２に記載の発明において、
　前記制御手段は、前記第２のスクロールモードにおいて、前記スクロールされた経路の
情報を記憶手段に記憶し、
　前記経路探索手段は、経路探索の際に前記記憶手段に記憶された経路を含む誘導経路を
探索することを特徴としている。
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、請求項１又は２に記載の発明において、
　前記制御手段は、現在のスクロールモードが前記第１のスクロールモードであるか又は
前記第２のスクロールモードであるかを識別表示することを特徴としている。
【００１４】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～６の何れか一項に記載の発明において、
　前記表示部の地図画像上に表示された一地点を前記経路探索手段による経路探索の目的
地又は寄り道地点として設定する設定手段を備え、
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　前記経路探索手段は、前記設定された目的地又は寄り道地点に基づいて経路探索を行う
ことを特徴としている。
【００１５】
　請求項８に記載の発明は、請求項１又は２に記載の発明において、
　前記制御手段は、前記第２のスクロールモードにおいて、スクロールの基準となる道路
の種別、道幅、又は表示されている地点が交差点付近であるか否か、の少なくとも一つの
情報に基づいて、スクロールの速度を制御することを特徴としている。
【００１６】
　請求項９に記載の発明は、請求項１～８の何れか一項に記載の発明において、
　スクロール中に前記地図画像上に表示する情報を設定するための表示情報設定手段を備
え、
　前記制御手段は、スクロール中に、前記表示情報設定手段により設定された情報を前記
地図画像上に表示させることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、ナビゲーション装置において、簡単な操作で効率良く地図上の目標と
なる地点を表示させ、ナビゲーション装置における操作性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図を参照して、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００１９】
　図１に、本発明に係るナビゲーション装置１の機能構成例を示す。図１に示すように、
ナビゲーション装置１は、ＣＰＵ１１、不揮発メモリ１２、ＲＡＭ１３、入力装置１４、
情報記憶装置１５、位置測定装置１６、表示装置１７、音声発生装置１８、スピーカ１９
等を備えて構成され、各部はバス２０を介して接続されている。
【００２０】
　ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１は、不揮発メモリ１２に記憶されている各種
システムプログラムを読み出して実行し、ナビゲーション装置１の各部を駆動制御する。
また、ＣＰＵ１１は、入力装置１４、位置測定装置１６等を介して入力されるデータに基
づいて、不揮発メモリ１２に記憶されたナビゲーション用の各種アプリケーションプログ
ラムを読み出して、経路探索処理、経路案内処理、スクロール制御処理等の各種処理を実
行する。
【００２１】
　例えば、ＣＰＵ１１は、入力装置１４を介して目的地が設定され、経路探索が指示され
ると、経路探索処理を実行し、情報記憶装置１５に記憶されている地図情報から、ノード
（交差点、分岐点、屈曲点といった節点）情報とリンク（直線経路）情報を含む道路情報
を読み出し、読み出した道路情報に基づいて、各種条件に応じた現在の自車位置から目的
地までの経路（例えば、標準経路、最短距離の経路、最低料金の経路、最短時間の経路等
）を探索する。経路探索処理が終了すると、ＣＰＵ１１は、探索された経路のうち、経路
案内に利用する誘導経路をユーザが選択するための選択画面をディスプレイ１７ｇに表示
させ、入力装置１４からの選択入力に応じて、探索された経路のうち一の経路を経路案内
に利用する誘導経路として設定し、経路探索結果として誘導経路メモリ１３２に記憶する
。この経路探索処理により、経路探索手段が実現される。
　また、ＣＰＵ１１は、入力装置１４を介して経路案内が指示されると、経路案内処理を
実行し、位置測定装置１６から出力される現在の自車位置及び経路探索処理の探索結果に
基づいて、情報記憶装置１５から経路案内に必要なデータ（自車位置付近に関する地図情
報、ランドマーク情報、案内図データ等）を読み出してＲＡＭ１３の各メモリに格納し、
表示装置１７によりディスプレイ１７ｇに経路案内を表示したり、経路案内の音声をスピ
ーカ１９から出力したりする。この経路案内処理により、経路案内手段が実現される。
【００２２】
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　また、ＣＰＵ１１は、後述するスクロール制御処理（図２参照）を実行し、表示装置１
７の各部を制御することによりディスプレイ１７ｇに表示する地図画像をスクロール表示
する。詳細は後述する。このスクロール制御処理により、本発明の請求項に記載の制御手
段が実現される。
【００２３】
　不揮発メモリ１２は、FlashＲＯＭ等の再書込み可能なメモリであり、ナビゲーション
装置１に対応するシステムプログラム、及び該システムプログラム上で実行可能な経路探
索処理プログラム、経路案内処理プログラム、スクロール制御処理プログラムを始めとす
るナビゲーション用の各種アプリケーションプログラム、これらのプログラムで処理され
たデータ、ユーザにより設定される各種設定データ等を記憶する。また、不揮発メモリ１
２は、記憶手段としての学習経路格納部１２１を有しており、後述する学習スクロールに
おいてスクロールされた経路の情報を記憶する。
【００２４】
　ＲＡＭ１３は、ＣＰＵ１１によって実行される各種プログラム及びこれらプログラムに
係るデータを一時的に記憶するワークエリアを形成する。また、ＲＡＭ１３は、情報記憶
装置１５から読み出された地図情報のデータを一時的に格納する地図情報メモリ１３１、
ＣＰＵにより実行される経路探索処理における経路探索結果である誘導経路データを格納
する誘導経路メモリ１３２、情報記憶装置１５から読み出された案内図データ（例えば、
交差点拡大図、方面看板、進行方向矢印等の画像データ）を一時的に格納する案内図メモ
リ１３３、情報記憶装置１５から読み出されたランドマーク情報のデータを一時的に格納
するランドマークメモリ１３４等を有している。
【００２５】
　入力装置１４は、８方向（上、右上、右、右下、下、左下、左、左上）を指示するため
の矢印キー、この矢印キーの中央部に配置されたセットキー、文字キー、数字キー、検索
キーの他、ナビゲーション利用等の各種機能に対応付けられた各種キーを備え、操作され
たキーに対する操作信号をＣＰＵ１１に出力する。また、入力装置１４は、ディスプレイ
１７ｇを覆うように設けられたタッチパネルを備えており、電磁誘導式、磁気歪式、感圧
式等の座標読み取り原理でタッチ指示された座標を検出し、検出した座標を位置信号とし
てＣＰＵ１１に出力する。あるいは、リモコン、マイク等の入力装置を備える構成として
もよい。
【００２６】
　情報記憶装置１５は、ＨＤＤ（Hard Disc）１５ａ及びこのＨＤＤ１５ａへのデータの
読み書きを行うＨＤＤ制御部１５ｂを備えて構成されている。ＨＤＤ１５ａは、地図ＤＢ
（Data Base）１５１、案内図データ１５２、案内音声データ１５３、ランドマークＤＢ
１５４等を有し、ナビゲーション装置１における経路の探索及び経路案内に必要なデータ
を記憶する。
【００２７】
　地図ＤＢ１５１は、道路情報、鉄道情報、河川情報を含む地図情報を格納するデータベ
ースである。道路情報としては、ノード、リンク、各道路の名称、道路の種類を示す種別
（高速道路、国道、県道、一般道、幹線道、有料道路等）、道幅、ＩＣ（インターチェン
ジ）の名称及び地図上の座標位置、ＳＡ（サービスエリア）の名称及び地図上の座標位置
等の情報が含まれる。
　河川情報としては、各河川の名称、ノード（支流との分岐点、屈曲点といった接点の地
図上の座標位置）、リンク（川の直線部分）等の情報が含まれる。
　鉄道情報としては、鉄道各線の名称、種別、ノード（駅、線路の屈曲点といった接点の
地図上の座標位置）、リンク（線路の直線部分）、鉄道各線に含まれる駅の情報（駅名、
種別（ターミナル駅等））等の情報が含まれる。
【００２８】
　案内図データ１５２は、経路案内のポイントで案内画像を表示するための案内図データ
（例えば、交差点拡大図、方面看板、進行方向矢印等の画像データ）である。



(8) JP 4516853 B2 2010.8.4

10

20

30

40

50

　案内音声データ１５３は、経路案内に必要なメッセージの音声データである。
　ランドマークＤＢ１５４は、ランドマーク表示する各種施設の種別、名称、地図上の座
標位置等の情報を含むランドマーク情報を格納するデータベースである。
【００２９】
　位置測定装置１６は、自律航法センサ、ＧＰＳ（Global Positioning System）受信機
、位置計算用ＣＰＵ等により構成される。
　自律航法センサは、方位センサ、角度センサ、距離センサ等の各種センサを含んで構成
される。方位センサは、地磁気の検出を行い、検出結果である車両の絶対方位データを位
置計算用ＣＰＵに出力する。角度センサは、車両の走行に伴う角速度（単位時間当たりの
回転速度）を検出し、移動方位の変化量に比例した角速度信号を位置検出用ＣＰＵに出力
する。また、距離センサは、車輪の回転に応じて単位走行距離毎にパルス信号を発生して
位置計算用ＣＰＵに出力する。
　ＧＰＳ受信機は、図示しないＧＰＳアンテナ等を備えて構成される。このＧＰＳアンテ
ナは、地球低軌道に打ち上げられた複数のＧＰＳ衛星から送信されるＧＰＳ信号を受信す
る。ＧＰＳアンテナは、少なくとも３個のＧＰＳ衛星から送信されるＧＰＳ信号を受信し
、受信したＧＰＳ信号に基づいて車両の絶対的な現在位置（緯度、経度）を検出して、位
置計算用ＣＰＵに出力する。
　位置計算用ＣＰＵは、自律航法センサ、ＧＰＳ受信機から入力される信号に基づいて、
車両の現在位置を計算し、ＣＰＵ１１に出力する。
【００３０】
　画像表示装置１７は、ディスプレイコントローラ１７ａ、ビデオＲＡＭ１７ｂ、メニュ
ー発生部１７ｃ、誘導経路発生部１７ｄ、マーク発生部１７ｅ、画像合成部１７ｆ、ディ
スプレイ１７ｇ等を備えて構成されている。
　ディスプレイコントローラ１７ａは、ＣＰＵ１１からの制御に従って、地図情報メモリ
１３１に読み出された地図情報に基づき、ディスプレイ１７ｇの表示画面上に表示する地
図画像データ、地点名表示データ、現在位置からの距離と方向を示す表示データ等を生成
し、画像合成部１７ｆに出力する。また、ＣＰＵ１１からの制御に従って、案内図メモリ
１３３に読み出され、ディスプレイ１７ｇの表示画面上に表示する案内図データを画像合
成部１７ｆに出力する。
　ビデオＲＡＭ１７ｂは、ディスプレイコントローラ１７ａによって生成された地図画像
データを一時的に格納するメモリである。
　メニュー発生部１７ｃは、ＣＰＵ１１からの制御に従って、ディスプレイ１７ｇの表示
画面上にユーザの操作メニューを表示するための各種メニュー画面を生成し、画像合成部
１７ｆに出力する。
　誘導経路発生部１７ｄは、ＣＰＵ１１からの制御に従って、誘導経路メモリ１３２に記
憶された経路探索結果に基づいて、誘導経路の画像データを生成し、画像合成部１７ｆに
出力する。
　マーク発生部１７ｅは、ＣＰＵ１１からの制御に従って、現在の自車位置に表示する車
両マーク、各種ランドマーク、スクロール操作のためのスクロール矢印、カーソル円等を
発生して画像合成部１７ｆに出力する。
　画像合成部１７ｆは、ディスプレイコントローラ１７ａによって生成された地図画像デ
ータに、メニュー発生部１７ｃ、誘導経路発生部１７ｄ、マーク発生部１７ｆのそれぞれ
から出力される各画像データを重畳して画像合成を行い、ディスプレイ１７ｇに出力する
。
【００３１】
　ディスプレイコントローラ１７ａ、メニュー発生部１７ｃ、誘導経路発生部１７ｄ、マ
ーク発生部１７ｅ及び画像合成部１７ｆは、ＣＰＵとＲＯＭに記憶されたプログラムとの
協働によるソフトウエア処理により実現するものとするが、専用のハードウエアにより実
現するようにしてもよい。
【００３２】
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　ディスプレイ１７ｇは、カラー液晶ディスプレイ等により構成され、画像合成部１７ｆ
から入力されるデータに基づき表示画面上に地図画像やメニュー画面等を表示する。
【００３３】
　音声発生部１８は、情報記憶装置１５に記憶されている案内音声データに基づいて経路
案内の音声や操作案内の音声を発生する。
　スピーカ１９は、音声発生部１８により発生された音声を出力する。
【００３４】
　次に、本実施の形態の動作について説明する。
　図２は、ナビゲーション装置１のＣＰＵ１１により実行されるスクロール制御処理を示
すフローチャートである。当該処理は、ＣＰＵ１１と不揮発メモリ１２に記憶されている
スクロール制御処理プログラムとの協働によるソフトウエア処理により実現されるもので
ある。
【００３５】
　ここで、スクロール制御処理における地図画像のスクロール時には、ディスプレイ１７
ｇの画面上に表示されている地図画像の中心点がスクロールの基準となるスクロール地点
となることとする。
【００３６】
　なお、ユーザは、スクロール制御処理の実行に先立って、入力装置１４を介して当該ス
クロール制御処理に関する各種設定を行っておくことができる。例えば、入力装置１４を
介して、後述するシミュレーションスクロールにおいて指定されたスクロール方向が、現
在表示されている地図画像上の誘導経路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の
方向である場合の処理方法（ジャンプ又は第１のスクロールモードへの移行の何れか、詳
細後述）、後述する学習スクロールにおいて指定されたスクロール方向が、現在表示され
ている地図画像上の乗線道路（現在自車が存在している道路）における自車の進行方向又
は後退方向以外の他の方向である場合の処理方法（ジャンプ又は第１のスクロールモード
への移行の何れか、詳細後述）が選択入力されると、この選択入力の結果がスクロール設
定データとして不揮発メモリ１２に記憶され、このスクロール設定データに従って下記に
説明するスクロール制御処理が実行される。また、表示情報設定手段としての入力装置１
４を介して、スクロール中に表示する情報、例えば、表示するランドマークの種別等が設
定入力されると、この入力結果が表示情報設定データとして不揮発メモリ１２に記憶され
、この表示情報設定データに従って下記に説明するスクロール制御処理が実行される。
【００３７】
　以下、図２を参照してスクロール制御処理について説明する。
　表示装置１７のディスプレイ１７ｇの表示画面上に表示された地図画像上の任意のポイ
ントがタッチされると（ステップＳ１）、スクロールモードに移行し、表示装置１７の各
部が制御され、タッチされた位置に対応する地図画像上の座標位置が画面の中心となるよ
うに地図画像がスクロールされるとともに、画面の中心に移動された、上述のタッチされ
た位置に対応する地図画像上の座標位置にカーソル円Ａ２が表示され、このカーソル円Ａ
２を中心として８方向（上、右上、右、右下、下、左下、左、左上）のスクロール矢印Ａ
１が表示される（ステップＳ２）。
【００３８】
　ここで、ステップＳ１において任意のポイントがタッチされた時点では、第１のスクロ
ールモードでスクロールが実行される。
　第１のスクロールモードは、ディスプレイ１７ｇの表示画面に表示された地図画像上の
任意のポイントがタッチされると、タッチされた位置に対応する地図画像上の座標位置が
画面の中心となるように地図画像をスクロールし、そのタッチされた位置に対応する地図
画像上の座標位置にカーソル円Ａ２を移動させるワンタッチスクロールを行うとともに、
カーソル円Ａ２の周囲に表示されたスクロール方向指定手段としてのスクロール矢印Ａ１
の何れかが押下されると、押下された矢印方向に地図画像をスクロールする８方向スクロ
ールを行うモードである。
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　図３に、第１のスクロールモードにおけるディスプレイ１７ｇの画面表示例を示す。図
３に示すように、第１のスクロールモードにおいては、地図画像上に８方向のスクロール
矢印Ａ１及びカーソル円Ａ２、カーソル円Ａ２で示す地図画像上の地点を目的地、寄り道
地点、メモリ地点等にセットするためのセットボタンＢ１、カーソル円Ａ２の地点名を表
示する地点名表示エリアＣ１、カーソル位置に対する現在位置の方向及び現在位置までの
距離を表示する距離方向表示エリアＣ２が表示されている。カーソル円Ａ２は、第１のス
クロールモードにおいて表示されるものであり、ユーザは、カーソル円Ａ２の有無により
スクロールモードを識別することが可能となる。スクロール矢印Ａ１の中心部（第１のス
クロールモードにおいては、カーソル円Ａ２が表示されている場所）は、スクロールモー
ド切り換え手段を構成しており、このスクロール矢印の中心部がワンタッチ操作されると
、スクロールモードの切り換え信号がＣＰＵ１１に出力される。図３に示す表示画面から
スクロール矢印Ａ１の中心部がタッチされると、第２のスクロールモードに移行する。
【００３９】
　スクロール矢印Ａ１の中心部がタッチされなければ（ステップＳ３；ＮＯ）、処理はス
テップＳ２１に移行し、ディスプレイ１７ｇの表示画面上に表示された地図画像上のタッ
チ（押下）操作に基づきワンタッチスクロール又は８方向スクロールを行う第１のスクロ
ールモード処理が実行される。
【００４０】
　スクロール矢印Ａ１の中心部がタッチされることによりスクロールモードの切り換えが
指示されると（ステップＳ３；ＹＥＳ）、案内中の誘導経路或いは現在自車が存在してい
る道路（乗線道路）に沿って表示画面上の地図画像をスクロールする第２のスクロールモ
ードに移行し、位置測定装置１６により検出される自車位置が画面の中心となるように地
図画像がスクロールされ、カーソル円Ａ２が消去される（ステップＳ４）。図４に、第２
のスクロールモードにおけるディスプレイ１７ｇの画面表示例を示す。
【００４１】
　次いで、現在経路案内中であるか否かが判断され（ステップＳ５）、経路案内中である
と判断されると（ステップＳ５；ＹＥＳ）、処理はステップＳ６に移行し、ステップＳ６
～Ｓ１２のシミュレーションスクロール処理が実行される。経路案内中ではないと判断さ
れると（ステップＳ５；ＮＯ）、処理はステップＳ１３に移行し、ステップＳ１３～Ｓ１
５の学習スクロール処理が実行される。
【００４２】
〔シミュレーションスクロール処理〕
　ステップＳ６において、地図画像上に表示されている誘導経路における自車の進行方向
又は後退方向を指すスクロール矢印Ａ１が押下され、スクロール方向が指定されると（ス
テップＳ６；進行方向／後退方向）、指定された矢印の方向に基づき案内中の誘導経路に
おける自車の進行方向又は後退方向に沿ってスクロール矢印Ａ１の押下時間に応じて地図
画像がスクロールされる（ステップＳ７）。
【００４３】
　スクロールの速度は、スクロールの基準となる道路、即ち、スクロール地点上の道路の
種別、道幅、スクロール地点が交差点手前であるか否か（交差点手前○ｋｍ内であるか否
か）、ＩＣ、ＳＡ手前であるか否か（ＩＣ、ＳＡの手前×ｋｍ内であるか否か）の情報の
少なくとも一つまたは組み合わせに基づき決定される。例えば、高速、中速、低速の３段
階の速度でスクロール速度を制御する構成とし、スクロールの基準となる道路が高速道路
であれば、高速スクロールが行われＩＣ、ＳＡ手前で減速されて低速スクロールに変更さ
れ、通過後に高速スクロールに復帰される。また、幹線道路では、中速スクロールが行わ
れ、交差点手前で一時減速されて低速スクロールが行われ、交差点を通過すると、中速ス
クロールに復帰される。また、交差点手前等、案内すべき所定のポイントの近傍を表示す
る際には、通常の経路案内時と同様に、案内図データに基づいて、交差点拡大図、方面看
板等の案内図が表示される。図５に、交差点拡大図の一例を示す。また、案内音声データ
に基づいて、音声による案内を行うようにしてもよい。更に、交差点手前等、低速スクロ
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ールが行われている場合、或いは一時停止されている際には、不揮発メモリ１２に格納さ
れた表示情報設定データが参照され、スクロール時に表示する設定がされているランドマ
ークが表示される。
【００４４】
　スクロールにより目的地又は出発地に到達した場合（ステップＳ８；ＹＥＳ）、本処理
は終了する。目的地又は出発地に到達することなく（ステップＳ８；ＮＯ）、スクロール
矢印Ａ１の中心部がタッチされると（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、処理はステップＳ２１
に移行し、第１のスクロールモードに切り換えられる。スクロール矢印Ａ１の中心部がタ
ッチされなければ（ステップＳ１２；ＮＯ）、処理はステップＳ６に戻る。
【００４５】
　一方、ステップＳ６において、地図画像上に表示されている誘導経路における自車の進
行方向又は後退方向以外の他の方向を指すスクロール矢印Ａ１が押下され、スクロール方
向が指定されると（ステップＳ６；進行方向／後退方向以外）、不揮発メモリ１２に格納
されたスクロール設定データが参照され、シミュレーションスクロールにおいて、進行方
向／後退方向以外の他の方向がスクロール方向として指定された際に地図画像をジャンプ
する設定がなされているか否かが判断され、ジャンプの設定がなされている場合には（ス
テップＳ９；ＹＥＳ）、誘導経路メモリ１３２に格納されている誘導経路データに基づき
、スクロール指定された矢印方向に誘導経路が存在するか否かが検索される（ステップＳ
１０）。検索の結果、近傍領域内の指定された矢印方向に誘導経路が存在した場合（ステ
ップＳ１０；ＹＥＳ）、検索された誘導経路を表示する地図画像にジャンプされ（ステッ
プ１１）、処理はステップＳ１２に移行し、スクロール矢印Ａ１の中心部がタッチされる
と（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、処理はステップＳ２１に移行し、第１のスクロールモー
ドに切り換えられる。スクロール矢印Ａ１の中心部がタッチされなければ（ステップＳ１
２；ＮＯ）、処理はステップＳ６に戻る。
【００４６】
　ステップＳ９において、ジャンプの設定がなされていないと判断された場合（ステップ
Ｓ９；ＮＯ）、又は、ステップＳ１０において、スクロール指定された方向に誘導経路が
存在しなかった場合（ステップＳ１０；ＮＯ）、処理はステップＳ２１に移行し、第１の
スクロールモードに切り換えられる。
【００４７】
〔学習スクロールモード処理〕
　ステップＳ１３において、地図画像上に表示された自車位置が存在する乗線道路におけ
る自車の進行方向又は後退方向を指すスクロール矢印Ａ１が押下され、スクロール方向が
指定されると（ステップＳ１３；進行方向／後退方向）、指定された矢印の方向に基づき
乗線道路における自車の進行方向又は後退方向に沿って、スクロール矢印Ａ１の押下時間
に応じて、地図画像がスクロールされる（ステップＳ１４）。
【００４８】
　スクロールの速度は、スクロールの基準となる道路、即ち、スクロール地点上の道路の
種別、道幅、交差点手前であるか否か（交差点手前○ｋｍ内であるか否か）、ＩＣ、ＳＡ
手前であるか否か（ＩＣ、ＳＡの手前×ｋｍ内であるか否か）の情報の少なくとも一つま
たは組み合わせに基づき決定される。例えば、高速、中速、低速の３段階の速度でスクロ
ール速度を制御する構成とし、スクロールの基準となる道路が高速道路であれば、高速ス
クロールが行われＩＣ、ＳＡ手前で低速スクロールに変更され、通過後に高速スクロール
に復帰される。また、幹線道路や一般道では中速スクロールが行われ、交差点手前や分岐
点手前で一時停止され、ユーザが画面上でスクロール方向を変更しやすいように表示され
る。これにより、図６に示すように、交差点等の分岐点において右折又は左折したい場合
に、ドラッグを行ってスクロール方向を容易に変更することが可能となる。交差点を通過
すると、中速スクロールに復帰される。また、交差点手前等、案内となるポイントでは、
通常の経路案内時と同様に、案内図データに基づいて、交差点拡大図（図５参照）、方面
看板等の案内図が表示される。また、案内音声データに基づいて、音声による案内を行う
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ようにしてもよい。更に、交差点手前等、スクロールが低速又は停止されている際には、
不揮発メモリ１２に格納された表示情報設定データが参照され、スクロール時に表示する
設定がされているランドマークが表示される。
【００４９】
　スクロールされた経路の情報は、不揮発メモリ２の学習経路格納部１２１に格納される
（ステップＳ１５）。また、設定手段としての画面上のセットボタンＢ１が押下され、ス
クロール矢印の中心部の地点を目的地、寄り道地点に設定する指示が入力されると（ステ
ップＳ１６；ＹＥＳ）、処理はステップＳ２３に移行し、スクロールが停止され、スクロ
ール矢印の中心部の地点を目的地又は寄り道地点とした経路探索処理が実行される。セッ
トボタンＢ１が押下されず、スクロール矢印Ａ１の中心部がタッチされると（ステップＳ
１７；ＹＥＳ）、処理はステップＳ２１に移行し、第１のスクロールモードに切り換えら
れる。ボタンＢ１の押下もスクロール矢印中心部の押下もされない場合は（ステップＳ１
７；ＮＯ）、処理はステップＳ１３に戻る。
【００５０】
　一方、ステップＳ１３において、地図画像上に表示された、自車位置が存在する乗線道
路における自車の進行方向又は後退方向以外の方向を指すスクロール矢印Ａ１が押下され
、スクロール方向が指定されると（ステップＳ１３；進行方向／後退方向以外）、不揮発
メモリ１２に格納されたスクロール設定データが参照され、学習スクロールにおいて、進
行方向／後退方向以外のスクロール方向が指定された際に地図画像の表示をジャンプする
設定がなされているか否かが判断される。ジャンプの設定がなされている場合には（ステ
ップＳ１８；ＹＥＳ）、地図情報メモリ１３１の地図情報に基づき、指定された方向に向
かう道路に分岐可能な交差点が乗線道路沿いに存在するか否かが検索され、該当する交差
点が存在すると判断された場合、検索された交差点を表示する地図画像にジャンプされ（
ステップＳ２０）、処理はステップＳ１７に移行し、スクロール矢印Ａ１の中心部がタッ
チされると（ステップＳ１７；ＹＥＳ）、処理はステップＳ２１に移行し、第１のスクロ
ールモードに切り換えられる。スクロール矢印Ａ１の中心部がタッチされなければ（ステ
ップＳ１７；ＮＯ）、処理はステップＳ１３に戻る。
【００５１】
　なお、スクロール矢印Ａ１により指定された方向に向かう道路に分岐可能な交差点はス
クロールの進行方向にも後退方向にも存在するため、例えば、スクロールの後退方向をグ
レー等により表示し、このグレーゾーンまで検索対象に入れる場合は、グレーゾーンのタ
ッチによりユーザがその旨を指定することが好ましい。
【００５２】
　ステップＳ１８において、ジャンプの設定がなされていないと判断された場合（ステッ
プＳ１８；ＮＯ）、又は、ステップＳ１９において、該当する交差点が存在しないと判断
された場合（ステップＳ１９；ＮＯ）、処理はステップＳ２１に移行し、第１のスクロー
ルモードに切り換えられる。
【００５３】
　ステップＳ２１において、ディスプレイ１７ｇの地図画像上の操作に基づきワンタッチ
スクロール又は８方向スクロールを行う第１のスクロールモード処理が実行され、設定手
段としての画面上のセットボタンＢ１が押下されることによりカーソル円Ａ２で示される
地点を目的地又は寄り道地点に設定する指示が入力されると（ステップＳ２２；ＹＥＳ）
、スクロールが停止され（ステップＳ２３）、スクロール矢印の中心部の地点を目的地又
は寄り道地点とした経路探索処理が実行され（ステップＳ２４）、本処理は終了し、自車
位置を中心とした地図の画面が表示される。
【００５４】
　ここで、ステップＳ２２において、スクロール矢印Ａ１の中心点が目的地として設定さ
れた場合、現在の自車位置を出発地、スクロール矢印Ａ１の中心点を目的地として経路探
索処理が実行される。このとき、不揮発メモリ１２の学習経路格納部１２１が参照され、
経路データが格納されている場合には、標準経路、最短経路、最低料金経路等の各種条件



(13) JP 4516853 B2 2010.8.4

10

20

30

40

50

に基づく経路探索のほか、格納されている経路データを含む経路の探索が実行される。経
路探索が終了すると、学習経路格納部１２１の経路データを含む経路を第１候補とした経
路の選択画面が表示される。例えば、学習経路格納部１２１の経路データを含む経路が、
標準経路、最短経路、最低料金経路等とともに「優先経路」として選択画面上に表示され
る。この選択画面から一の経路が選択されると、選択された経路のデータが誘導経路メモ
リ１３２に格納され、経路案内が指示されると、経路案内が開始される。
【００５５】
　ステップＳ２２において、スクロール矢印の中心点が寄り道地点として設定され、往路
の経路探索が指示された場合には、現在の自車位置、寄り道地点、既に設定されている目
的地を結ぶ経路が探索される。このとき、不揮発メモリ１２の学習経路格納部１２１が参
照され、経路データが格納されている場合には、標準経路、最短経路、最低料金経路等の
各種条件に基づく経路探索のほか、格納されている経路データを含む経路の探索が実行さ
れる。経路探索後、上述したのと同様に、学習経路格納部１２１の経路データを含む経路
を第１候補とした経路の選択画面が表示される。
【００５６】
　ステップＳ２２において、スクロール矢印の中心点が寄り道地点として設定され、復路
の経路探索が指示された場合には、既に設定されている目的地を始点とし、寄り道地点を
経由して、出発地を終点とした経路が探索される。このとき、不揮発メモリ１２の学習経
路格納部１２１が参照され、経路データが格納されている場合には、標準経路、最短経路
、最低料金経路等の各種条件に基づく経路探索のほか、格納されている経路データを含む
経路の探索が実行される。経路探索後、上述したのと同様に、学習経路格納部１２１の経
路データを含む経路を第１候補とした経路の選択画面が表示される。
【００５７】
　なお、寄り道地点は、１箇所に限らず、複数設定することも可能である。また、スクロ
ール地点をメモリ地点として登録しておき、後にそのメモリ地点を目的地や寄り道地点と
して設定することも可能である。
【００５８】
　以上説明したように、ナビゲーション装置１によれば、ディスプレイ１７ｇの画面上の
タッチされた位置に対応する地図画像上の座標位置が画面の中心となるように地図画像を
スクロールするワンタッチスクロール及び指定された矢印方向に地図画像をスクロールす
る８方向スクロールを行う第１のスクロールモードと、経路案内中であれば案内中の誘導
経路に沿って地図画像をスクロールするシミュレーションスクロールを行い、経路案内中
でなければ乗線道路に沿って地図画像をスクロールする学習スクロールを行う第２のスク
ロールモードとを有し、２つのスクロールモードの切り換えは、スクロール切り換え手段
のワンタッチ操作により、切り換えられる。シミュレーションスクロールにおいて、地図
画像に表示された誘導経路における自車の進行方向又は後退方向以外の他の方向へのスク
ロールが指定された場合は、その方向に誘導経路が存在するか否かを検索し、経路が存在
する場合には、その誘導経路を表示する地図画像にジャンプする。学習スクロールモード
において、乗線道路における自車の進行方向又は後退方向以外の方向へのスクロールが指
定された場合は、その方向に向かう道路に分岐可能な交差点が存在するか否かが検索され
、存在する場合には、その交差点を表示する地図画像にジャンプする。
【００５９】
　従って、簡単な操作で地図画像上の目標となる地点に到達して目的地、寄り道地点、メ
モリ地点等に設定することが可能となり、ナビゲーション装置における操作性を向上させ
ることができる。特に、第２のスクロールモードにより、簡単に誘導経路沿い又は乗線道
路沿いの地点へ到達して設定を行うことが可能となる。また、誘導経路や乗線道路から多
少離れた地点であっても、第１のスクロールモードとワンタッチ操作で切り換え可能であ
るので、適宜スクロールモードを切り換えて簡単な操作で目的とする地点に容易に到達し
、設定を行うことが可能となる。
【００６０】
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　また、学習スクロールにおいては、スクロールした経路を記憶することができるので、
ユーザがスクロールした結果を経路探索に反映することが可能となる。
【００６１】
　また、第２のスクロールモードにおいて誘導経路や乗線道路に沿ってスクロールを行う
場合のスクロール速度は、例えば、高速道路上では高速に、交差点手前では速度を落とす
或いは一時停止する等、道路の種別や道幅、交差点の有無等の状況によって自動的に変化
するので、走行する際のシミュレーションを行いながら効率良くスクロールを行うことが
可能となる。また、スクロール中であっても、交差点手前等のポイントとなる地点では、
設定によって必要なランドマークを表示することができるとともに、方面看板等の案内図
を表示したり音声案内を行ったりすることができるので、スクロール方向の変更が必要か
否かをポイントとなる地点で確認しやすくなり、使い勝手を向上させることができる。ま
た、スクロール中であっても、所定の表示欄にスクロール地点の名称や現在の自車位置ま
での距離と方向が示されるので、現在どの地点の表示を行っているか、現在の地点からど
の方向、どのくらいの距離かをユーザが容易に認識することが可能となる。
【００６２】
　なお、上記実施の形態における記述内容は、本発明に係るナビゲーション装置１の好適
な一例であり、これに限定されるものではない。
　例えば、上記実施の形態においては、第２のスクロールモードにおいては、案内中の経
路上又は乗線道路に沿ってスクロールを行うこととしたが、ナビゲーション装置１は、地
図情報として、河川情報や鉄道情報を有しているので、河川や鉄道に沿ってスクロールを
行うことも可能である。この場合、第１のスクロールモードのワンタッチスクロールによ
り一度スクロール地点を河川や線路上に設定し、第２のスクロールモードに切り換えるこ
とにより、河川や線路上に沿ったスクロールが可能となる。これにより、目的地、寄り道
地点、メモリ地点等に設定したい目標地点が河川や鉄道沿いにある場合に、より簡単に目
標地点に到達して設定を行うことが可能となる。図７に、鉄道の線路に沿ってスクロール
する場合の表示画面例を示す。
【００６３】
　また、上記実施の形態においては、スクロール矢印Ａ１の中心部のタッチにより第１の
スクロールモードと第２のスクロールとの切り換えを行うこととしたが、これに限定され
ない。上述の切り換え方法によれば、モード切り換えのために画面上の特別な領域を使用
する必要がなくなるので便利であるが、例えば、モード切り換えのための操作ボタンを面
上に別途表示してこの操作ボタンのワンタッチ押下によりモードを切り換えるようにして
もよい。また、現在のスクロールモードが第１のスクロールモードであるか第２のスクロ
ールモードであるかをユーザが容易に認識できるようにするために、上記実施の形態にお
いてはカーソル円Ａ２の有無でモードを明示することとしたが、これに限定されず、例え
ば、カーソル円Ａ２やスクロール矢印Ａ１の色の違いによりモードを明示してもよいし、
文字等により表示してもよい。
【００６４】
　また、上記実施の形態においては、シミュレーションスクロールにおいて地図画像上の
誘導経路における自車の進行／後退方向以外の他の方向にスクロールが指示された場合、
その方向に誘導経路が存在すればその経路を表示する地図画像にジャンプすることとした
が、走行軌跡や走行経路を記憶しておくようにし、過去の走行経路が存在する場合、その
経路上にジャンプを行うようにしてもよい。
【００６５】
　また、上記実施の形態においては、タッチパネルを用いてスクロール操作を行うことと
したが、入力装置１４の別途設けられたキー（矢印キー等）、リモコン等を用いてもよい
。
【００６６】
　その他、ナビゲーション装置１の細部構成及び細部動作に関しても、本発明の趣旨を逸
脱することのない範囲で適宜変更可能である。
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【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】ナビゲーション装置１の機能的構成を示すブロック図である。
【図２】図１のＣＰＵ１１により実行されるスクロール制御処理を示すフローチャートで
ある。
【図３】第１のスクロールモードにおけるディスプレイ１７ｇの画面表示例を示す図であ
る。
【図４】第２のスクロールモードにおけるディスプレイ１７ｇの画面表示例を示す図であ
る。
【図５】交差点拡大図の一例を示す図ある。
【図６】交差点等の分岐点において右折又は左折する場合のスクロール方向の変更を模式
的に示す図である。
【図７】鉄道線路に沿って地図画像をスクロールする場合の画面表示例を示す図である。
【符号の説明】
【００６８】
１　ナビゲーション装置
１１　ＣＰＵ
１２　不揮発メモリ
１２１　学習経路格納部
１３　ＲＡＭ
１３１　地図情報メモリ
１３２　誘導経路メモリ
１３３　案内図メモリ
１３４　ランドマークメモリ
１４　入力装置
１５　情報記憶装置
１５ａ　ＨＤＤ
１５１　地図ＤＢ
１５２　案内図データ
１５３　案内音声データ
１５４　ランドマークＤＢ
１５ｂ　ＨＤＤ制御部
１６　位置測定装置
１７　表示装置
１７ａ　ディスプレイコントローラ
１７ｂ　ビデオＲＡＭ
１７ｃ　メニュー発生部
１７ｄ　誘導経路発生部
１７ｅ　マーク発生部
１７ｆ　画像合成部
１７ｇ　ディスプレイ
１８　音声発生装置
１９　スピーカ
２０　バス
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